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研究成果の概要（和文）：山陰海岸ジオパークを中心に地質と暮らしとのかかわりを示すジオストーリーと教材を作成
し，各地の連携を促す作業としてジオセミナー，ジオ談会，ジオキャラバンを実施した．
このような活動を展開するにあたり，博物館の役割は大きい．しかし日本の多くのジオパークで博物館の役割は展示場
所の確保や，学術的情報の提供のみにとどまっている．今後はギリシャのジオパークで見られるように，博物館がジオ
パークの運営に主導的に関わっていける体制を作り上げることが重要である．そしてその場合にもとめられる博物館は
，展示施設ではなく多様な活動を展開していける，新しい世代の博物館である．

研究成果の概要（英文）：We created the geo-stories indicating the relations between geological feature 
and living, and made teaching materials. Furthermore, we practice some events called geo-seminar, 
geo-caravan and geo-saloon which prompt cooperation between the people in the geopark. Museums have major 
role to carry out such events. But many museums are expected only as exhibition facilities on the 
geopark. Organization in which museum play leading role required like the Lesvos and Psiloritis geoparks 
in Greece. Museums in geoparks are not exhibition facilities, but must be new-generation museum 
developing various educational programs.

研究分野： 岩石学，　博物館学，　地学教育
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図１．山陰海岸ジオパークのパンフレット 

図２ 人と自然の博物館での発表 

１．研究開始当初の背景 
（1）ジオパークとしての背景 
ジオパークとは、地球活動の遺産を主な見

どころとする自然の中の公園であり、ユネス
コの支援により 2004 年に設立された世界ジ
オパークネットワークにより推進されてき
た。ジオパークとしての要件は、保護・保全
活動、教育・普及活動、ジオツーリズム・観
光・産業などがバランスよく展開されている
ことである。なかでも生涯学習の推進はジオ
パーク活動の中心的課題であり、それを担う
ものとして博物館の存在は重要視されてい
る。しかしながら，必ずしも多くのジオパー
クで博物館が運営にかかわっているわけで
はなく，そのかかわり方はまちまちである． 
 (2) 博物館像の変化 
 伊藤(1993)は日本の博物館を，地域の貴重
なものや珍しいものを収集する宝物館的な
博物館を第１世代（1950 年代～），展示や公
開を運営の軸とする博物館を第２世代（1970
年代～），市民が参加し，ともに作り上げて
いく博物館を第３世代（1990 年代～）とした．
その後，兵庫県立人と自然の博物館をはじめ，
多くの先進的博物館では，市民は展示見学だ
けではなく博物館活動全体に参加して自ら
学び，博物館はそれを支援し，地域に出かけ
て地域にあった活動を展開するようになっ
てきている． 
 一方ジオパークにおける博物館のイメー
ジは，たとえば山陰海岸ジオパークの旧パン
フレット (図１)に見られるように，伊藤
(1993）のいう第１世代の博物館であり，現
実の博物館活動とはギャップがある． 
 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的はジオパークにおける展
示・学習施設の活性化を促すことと，そこで
の博物館の役割を探ることにある．そのため
以下の(1)～(4)の小テーマを設定した． 
(1) ジオストーリー作り 
 地形や地質などの大地の成り立ちやそれ
に関係する自然の成り立ちから，人の暮らし
にかかわるところまで含めた一連のストー
リーを，ジオストーリーと呼ぶ．基礎的な地
形・地質，植物分布，古写真の調査結果など
と人の暮らしとのかかわりをまとめたジオ
ストーリーを作成する． 
(2) 教材開発 
 ジオストーリーをもとに，それを普及し，
地域の連携を促す活動に寄与するための教
材開発をすすめた．ここでの教材は，学校な
ど特定の授業で教育者側が使用する製品の
みをさすのではなく，学習する側が自ら使用
するもの，また学習のための手法なども含め
る． 

 
(3) 地域・施設との連携 
 学術的な成果を軸にジオセミナー・ジオ談
会・ジオキャラバンを実施し，それによって
研究者・行政・住民など幅広い人たちが交流
する場を作る．  
 
(4) 各地のジオパークの視察 
博物館のかかわり方について，状況の異な

るさまざまなジオパークを訪問し，事務局員
へのヒアリングを行い，それによってジオパ
ークと博物館のかかわりについて考察する． 

 
３．研究の方法 
(1)ジオストーリー作り 
研究対象を山陰海岸ジオパークとし，そこ

での自然・環境およびそれらと暮らしの関係
についての基礎的資料を得る．そのため分担
者各自が地域で地質調査・植物の分布調査・
古写真の調査をおこなった． 
さらに，それらの自然に関するストーリー

と地域の職や文化とのかかわりをまとめ，ジ
オストーリーを作成した． 
(2)教材開発 
 教材開発としては，以下の 2 件をあげる．
ひとつは，山陰海岸ジオパーク推進協議会事
務局と協力し，地域のツアーモデルコースを
作成した．これについては分担者のみではな
く地域の人たちとともに作成することを試
みた． 
もう一つは人と自然の博物館と連携した

地質地形模型の作成である．これは，山陰海
岸ジオパーク地域の 5万分の 1地形図をもと
に，作成した接峰面図と地質図を重ね合わせ
た図を作成し，等高線ごとに切り取り，積み
重ねていくものである．同時に，作業を通し
て参加者同士の対話，持参した岩石の同定や
野外観察の打ち合わせ，博物館員からの講義
などが，参加者の意思で行われる．そしてそ
の成果は毎年２月に行われる博物館での行
事で展示または口頭で発表する． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

(3)地域・施設との連携 
 山陰海岸ジオパーク内には多くの施設が
あり，またガイド団体など多くのグループが
活動している．そのような施設やグループと



 

図３ 山陰海岸ジオパークの地質概略 

 
図４ 酒蔵の分布と花崗岩 

 

図５ 山陰海岸沖のカニの生息地 

の連携を図るため，それらを活用したジオセ
ミナー，ジオ談会，ジオキャラバンを実施し
た． 
①ジオセミナー 
ジオセミナーはそれらの施設を使用し，そ

の鳥取県，兵庫県，京都府の 3府県にまたが
る地域の６市町を移動し，各市町および山陰
海岸ジオパーク推進協議会と共催で実施し
た． 
②ジオ談会 
 ジオ談会は，年に３回～４回ジオパーク内
の住民と行政職員，研究者がともに集い，ジ
オパークにかかわる様々な事柄について語
り合うものである．開催地は毎回異なり，参
加者の募集はフェイスブックとジオパーク
関係のメーリングリストによって行う． 
③ジオキャラバン 
ジオパーク推進協議会と連携して行う．年

に３回ジオパーク内の地域で場所を変えて
実施する．内容はジオパークや地域に関する
展示を２週間～１か月間，ジオパーク内の施
設を使用して実施し，それに合わせてセミナ
ーなどのイベントを実施する．展示やセミナ
ーは地域の人たちが主体となって実施する． 
  
(4）各地のジオパークの視察 
 訪問先は日本ジオパークでは伊豆半島，伊
豆大島，箱根，男鹿半島，湯沢，八峰白神，
三笠，白滝，ふくい勝山恐竜渓谷，南紀熊野，
四国西予，豊後大野，桜島錦江湾，霧島，世
界ジオパークでは国内の糸魚川，洞爺湖有珠
山，島原半島，隠岐ジオパーク，ギリシャの
レスボスとプシロリティス，カナダのストン
ハンマー，ベトナムのドンバンカルスト，韓
国の済州島，マレーシアのランカウィの各ジ
オパークである．特に海外のジオパークにつ
いては世界ジオパーク大会およびアジア太
平洋ジオパーク大会の開催時に訪問し，同時
に成果の報告発表を行った． 
 
４．研究成果 
(1) ジオストーリーの構築 
① 山陰海岸ジオパークの地誌 
 山陰海岸ジオパークの大地の成り立ちは
大きく大陸の時代（古第三紀以前），日本海
拡大の時代（新第三紀中新世），日本列島の
時代（新第三紀鮮新世～現在）に分けられた
（図３）． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地質学的研究のほかに特筆すべきことと
しては，山陰海岸ジオパーク地域特有の植物
としてタムラタジマソウに着目し，そのうち
両性花と雄蕊に花粉の存在しないものが存
在することを明らかにしたこと，また竹野地
域の古写真を整理し，ここでのジオキャラバ
ンに適用したことなどがあげられる．． 
 
② 地質と食との関係 
山陰海岸ジオパークのそれぞれの地質と

食とのかかわりについてまとめた． 
 山陰海岸には日本酒の酒蔵が多く存在す 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
るが，その分布を地質図と重ね合わせると，
その大部分が花崗岩地域と一致する（図４）．
このことは花崗岩地帯の水が酒造りに適し
ていることを示している． 
 日本海は約 2400 万年前から約 1500 万年前
までの断裂・拡大によって形成された．その
間のマグマ活動や堆積作用によって形成さ
れたのが北但層群や鳥取層群である．この形
成メカニズムにより，大陸棚は発達せず水深
300ｍ～500ｍの大陸斜面に相当する部分が
広い面積を占め，さらに水深 1000ｍを超える
深海が存在する（図５）．これらの場所はズ
ワイガニやベニズワイガニの良い漁場とな
り，そしてそれらの漁場が港と近いことが新
鮮なカニが提供される要因となった． 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに鮮新世～更新世に活発な陸上火山

活動が続き，その地域は但馬牛の産地となっ
ている．但馬牛は全国各地の和牛の素牛とな
る肉質の良い牛であるが，この地域では深い
谷を利用し閉鎖育種という手法で谷ごとに
血統を守ってきた．この地域の主な放牧場の
分布を地質図と重ね合わせると，多くが鮮新
世以後の火山岩分布域と一致することが明



 
図６ 鮮新世～第四紀火山岩と放牧場 

 

図７ 散策マップ等の作成域 

 
図８ 各連携活動の実施個所 

らかになった（図６）．これはこれらの火山
岩類が平坦な尾根を構成していることによ
る．また，いくつかの放牧地は地滑り地塊の
緩斜面を利用している． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 これらの酒造り，松葉ガニ，但馬牛と地
形・地質の成り立ちとの間のストーリーにつ
いて，後に示す散策マップなどにまとめ，一
般に公表してきた． 
 
(2) 教材の開発 
 前述のジオストーリーをもとに生涯学習
に供する教材を作成した．  
① 散策モデルコースの作成 
 山陰海岸ジオパークと協力して，散策モデ
ルコースを 26 か所，マリンコース７地域，
ドライブコース６地域作成した（図７）．こ
れらのマップには地図のみではなく，それぞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
れの見どころに関する学術的情報や大地の
成り立ちに関係するコメントが付け加えら
れている．これらを地域の人たちとともに作
成することによって，マップがより多く利用
されることとなり，ジオストーリーを普及す
る教材となる． 
② 立体地質模型づくり 
 兵庫県立人と自然の博物館のセミナーと
して実施した立体地質模型作りは，本研究開
始前の2009年に開始し，2015年に完成した．
作成された模型はジオパークフェスティバ
ルなどで展示された．これらにより，参加者
の学習への意欲は高まる結果になり，当初は
ポスターの前に立っているだけだった人が，
積極的に工夫して発表するようになった．ま
た，作成した模型を現地に持参して見学する
ことによって，その地質への理解がさらに深
まった． 
 
(3) 地域・施設との連携 

 ジオセミナー・ジオキャラバン・ジオ談会
の開催場所を図８に示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① セミナーの実施 
山陰海岸ジオパーク内では 14 施設で開催

した．各回定員 20 名とし，それぞれ定員前
後の人たちが集まった．地元のジオパーク関
係部署と連携することでジオパークガイド
の参加が目立ち，ガイド同士の交流やガイド
とそうでない人の交流も促すことができた．
施設が存在する市町と共催で開催すること
で行政と地域との連携を促すとともに，行政
がジオパークに参画しているという意識を
強めることにもなった． 
②ジオキャラバン 
 山陰海岸ジオパーク内では 12 施設で開催
した．また 12 施設のほか，展示とセミナー
の企画・実施に７団体が加わり，合計 19 団
体が参画した．ジオキャラバンは地域の人た
ちに活動の場を提供する． 
③ ジオ談会 
 ジオ談会は山陰海岸ジオパーク内の 12 会
場で 14 回開催した．各回ほぼ 10 名～30 名の
参加で，参加者は大学教員，山陰海岸ジオパ
ーク協議会事務局員，各市町のジオパーク担
当者，カヤック等のアクティビティ事業者，
アクティビティのインストラクター，宿泊業，
自然環境に関する NPO，ジオパークガイド，
写真家，新聞記者，地域おこし協力隊員，博
物館学芸員など，多様であった． 
 内容は学会やジオパーク会議への参加や
旅行などの報告事項のほか，各自が撮影した
写真や活動アピールなど，自由に話題を提供
する形式とした．このうち何回かは野外見学
も行い，新しいジオサイトの調査や写真撮影
法の実践などを行った．また他のジオパーク
からの参加もあった． 
  
(4) 各地のジオパークの視察 
① 国内のジオパークと博物館 
 各地のジオパークを訪れ，博物館とジオパ
ークのかかわり方を検討した．ジオパークの
中での博物館の関わり方は大きくＡ～Ｅの
５タイプに分けられる（表１）． 
Ａ：博物館がかかわっていないところ． 
 ジオパーク内や近隣に博物館が無い場合
が多い． 
Ｂ：展示室の一部にジオパークコーナーを設
置し，講師派遣や顧問・アドバイザーとして
館員が個別に参加しているところ．博物館自
体が積極的に関わっているわけではない． 



表１ 日本のジオパークと博物館

 

 

図９ レスボスジオパークの運営組織 

 
図 10 RASSE プログラムの地震教材 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｃ：ジオパークの研究・教育担当として関わ
り，セミナーの開催や展示の場を提供してい
るところ． 
Ｄ：博物館内に事務局が設置されているが，
博物館がジオパークの運営にかかわってい
るわけではないところ． 
Ｅ：博物館が直接ジオパークの運営にかかわ
り，同時にジオパーク内で独自の活動を展開
しているところ． 
 今回の調査で，積極的にジオパークの運営
に関わる博物館としては，糸魚川ジオパーク
のフォッサマグナミュージアム，阿蘇ジオパ
ークの阿蘇火山博物館，桜島錦江湾ジオパー
クの桜島エコミュージアムなどが目を引い
たが，そのほかの多くの場合，博物館は展示
や教育の場，あるいは人材を提供する施設で
あって，その利用形態は伊藤（1993）の古い
世代の博物館に相当する． 
  
② ギリシャのジオパークと博物館 
 先進的なジオパークとしてギリシャのレ
スボスジオパークとプシロリティスジオパ
ークでの博物館の関わり方を調査した． 
 レスボスジオパークの運営は，行政，エー
ゲ大学，レスボス石化林博物館の連携協定に
よって進められている（図７）．その下部に
科学委員会と推進委員会および調整委員会
が存在する．この中で博物館は各委員会に関
わりジオパークの運営の中心的な役割を演
じている．これは日本の多くのジオパークに
おいて博物館が展示・教育のみの場であるこ
とと対照的である． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ギリシャクレタ島のプシロリティスジオ

パークは，各自治体と博物館に地域の環境・
教育団体が加わる形で進められ，ここでも博
物館は主導的な役割を担っている．ここでの
博物館の役割として注目されるのは RACCE 
(Raising earthquake Awareness and Coping 
Children’s Emotions)プログラムである．
これはＥＵの助成を受けてつくられた防災
教育プログラムで，ギリシャ，イタリア，フ
ランス，ブルガリア各国の博物館や学習施設
が共同で防災に関する教材や展示物を開発
するものである（図 10）．この活動の中心と
なっているのがクレタ自然史博物館である． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) まとめと考察 
 本研究では，山陰海岸ジオパークを中心に
地球科学的側面から異分野とのかかわりを
示すジオストーリーを作成し，その普及をす
るとともに，各地の連携を促す作業としてジ
オセミナー，ジオ談会，ジオキャラバンを実
施した．このような活動は各地でのジオパー
クでも効果があると予想されるが，その場合
地域で活動する博物館の役割は大きいと考
えられる．しかしながら日本の多くのジオパ
ークで博物館に期待されるのは展示場所の
確保や，学術的情報の提供のみとなっている．
今後はギリシャのジオパークでの博物館の
役割に見られるように，博物館がジオパーク
の運営に主導的に関わっていける体制を作
り上げることが重要であると考えられる．そ
してその場合にもとめられる博物館は，施設
内だけでなく各地で多様な活動を展開して
いける，新しい世代の博物館である． 
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